
《浜田市小中連携教育基本方針》
めざす子ども像（ 浜田市教育振興計画 ）

夢を持ち郷土を愛する子ども

学ぶ意欲を高め、夢や希望に向かって努力する子どもの育 令和２年度を振り返って 令和２年度

四中校区では、児童生徒がともに活動し交流を図る活動を行っています。美川
小学校が年２回実施する記録会では、中学生全員が伴走者として参加し小学生を
励ますなどの交流活動を行いました。半数以上の児童が練習の時よりも記録が伸
びました。そして、中学生に応援してもらってうれしかった、楽しかったとの感
想をもち、感謝のメッセージを作成し、中学校へ送りました。このような、児童
生徒の交流を続けることで、休憩時間などに中学生が小学生と一緒に遊ぶ姿も見
られるようになっています。小学生にとっては、身近にモデルとなる中学生がい
ることで、進学に際しての不安感の減少にもつながっています。この他、幼小中
合同の運動会や稲作体験、しめ縄づくり等、幼児、児童生徒がともに活動する場
も設定しています。このような活動を通して、児童生徒は自分を支えてくれる人
がいることに安心感や喜びを感じ、地域に対して愛着をもったり、自分の居場所
を感じたりする児童生徒が増えてきています。

「浜田市小中連携教育」は、平成21年度に「浜田市小中一貫教育基本方針」

を示し、平成22年度から中学校区ごとの取組が始まりました。子どもたちの発

達段階におけるそれぞれの課題に対応するために、幼・小・中一貫した「たて

の連携」を重視し、前浜田市教育振興計画に掲げられた３つの子ども像「きま

りを守り、生活リズムを正しくしたくましく生きぬく子」「感性豊かで他を思

いやり、人とのつながりを大切にする子」「夢や希望にあふれ、学ぶ意欲をも

ち、ふるさとを愛する子」の具現化に向けて、中学校区単位で「よこの連携」

を大切にしながら、それぞれの実態を踏まえ、特色を活かしながら具体的に育

てたい指導目標や指導内容を定めて取り組んできました。
平成27年度に第２次浜田市総合振興計画及び浜田市教育大綱が策定され、そ

の理念を実現するために新たな浜田市教育振興計画が策定されました。この機
会に、それまでの名称「小中一貫教育」を、「浜田市小中連携教育」とし、浜
田市教育振興計画の基本理念に基づき、実践を行うこととしました。今年度は、
新たなスパン（平成28年度～令和3年度）の後期（令和元年度～令和3年度）の2
年目となります。
コロナ禍にあっても、各中学校区において様々な取組が行われました。保護

者の皆様にも、「浜田市小中連携教育」の各中学校区の取組の様子をご覧いた
だき、ご理解いただければと考えています。今後とも、ご支援・ご協力をお願
いします。

浜田市教育委員会 教育長 石 本 一 夫

旭中校区では、中学校１年生が小学校を訪問して６年生と交流する活動を毎年
続けています。中学生は学校生活の様子について、６年生が不安に感じそうなこ
とや自分たちの経験を踏まえ、分かりやすいようにプレゼンテーション資料を作
成して小学生に伝えました。その後、小グループに分かれて質問について答えた
り、中学校の教科書を使って学習についてアドバイスをしたりしました。実施前
のアンケートで心配だと思う割合の多かった「宿題が多くなることが心配」「勉
強について行けるかどうか心配」について、実施後は割合が下がっていました。
また、実施後の感想からは、「中学校１年生の人に教えてもらって安心した。」
「中学校へ行くのが楽しみになった。」などの内容が多くみられ、不安の解消に
つながったことがうかがえました。中学生にとっても先輩としての自覚が生まれ
るよい機会になっています。

＜生徒会長からの励ましのことば＞

☆ 小学生のマラソン記録会に中学生も参加し交流 ☆ 表紙にある4つの視点（①各中学校区で一体となって生活習慣づくり、②学
ぶ意欲を高め、夢や希望に向かって努力する子どもの育成、③学校不適応を考
慮し、変化に対応できる子どもの育成、④ふるさとを愛し、ふるさとを誇りに
思う子どもの育成）において、小中連携教育による実践や浜田市教育委員会施
策事業、各学校での取組を通して目標達成を目指しています。目標指標に沿っ
て、今年度の状況を振り返ってみます。下線が今年度、◎は目標値を、〇はス
タート値を上回っていることを表しています。

①各中学校区で一体となった生活習慣づくり
「普段（月～金曜日）、1日あたり2時間以上テレビゲーム（コンピュータ
ゲーム、携帯式ゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含
む）をする子どもの割合」の減少。
スタート値（平成26年度） 小学校6年：32.5％ 中学校3年：29.9％
令和２年度値 小学校6年：46.1％ 中学校3年：44.5％
目標値（令和3年度） 小学校6年：30.0％ 中学校3年：27.0％

「普段（月～金曜日）、1日あたり1時間以上家庭学習をする子どもの割合」
の増加。
スタート値（平成26年度） 小学校6年：55.8％ 中学校3年：46.7％
令和２年度値 〇小学校6年：57.6％ ◎中学校3年：66.2％
目標値（令和3年度） 小学校6年：64.0％ 中学校3年：65.0％

★メディア接触時間については、年々増加しており、危惧しています。特
に小学校においては、昨年度より約10％の増加です。これに伴って、小
学校の家庭学習時間も昨年度より減少しています。中学校の家庭学習時
間は、過去2年連続して目標値を上回ったことから55.0%から65.0％へ目
標値を引き上げました。メディア接触時間、家庭学習時間共に自分で時
間をコントロールしていく力を育てていく必要があります。この力を育
てていくためには家庭の協力が必要です。家庭で相談をしながら「ルー
ル作りやルールの確認」をお願いします。

③学校不適応を考慮し、変化に対応できる子どもの育成
「自分には良いところがあると思っている子どもの割合」の増加。
スタート値（平成26年度） 小学校6年：79.1％ 中学校3年：73.7％
令和２年度値 小学校6年：72.1％ ◎中学校3年：77.5％
目標値（令和3年度） 小学校6年：86.0％ 中学校3年：77.0％

「人の気持ちが分かる人間になりたいと思っている子どもの割合」の増加。
スタート値（平成26年度） 小学校6年：90.4％ 中学校3年：97.0％
令和２年度値 ◎小学校6年：95.8％ 中学校3年：96.1％
目標値（令和3年度） 小学校6年：95.0％ 中学校3年：98.0％

☆中学校で「自分には良いところがあると思う」生徒が増加していること
は嬉しいことです。今後も、全ての児童生徒の「自尊感情」を高める取
組を行っていきます。また、「人の気持ちが分かる人間になりたいと思
う」児童生徒の割合が高いことも嬉しいことです。

④ふるさとを愛し、ふるさとを誇りに思う子どもの育成
「総合的な学習の時間で学習したことが普段の生活に役立つと思う子ども
の割合」の増加。
スタート値（平成26年度） 小学校6年：83.5％ 中学校3年：74.1％
令和２年度値 〇小学校6年：89.5％ 〇中学校3年：88.3％
目標値（令和3年度） 小学校6年：90.0％ 中学校3年：90.0％

「総合的な学習の時間において、自分で調べ学習に取り組んでいると思う
子どもの割合」の増加。
スタート値（平成26年度） 小学校6年：57.7％ 中学校3年：52.7％
令和元年度値 〇小学校6年：75.6％ ◎中学校3年：86.5％
目標値（令和3年度） 小学校6年：80.0％ 中学校3年：80.0％

☆「総合的な学習の時間」を中心とした取組ですが、2つの項目とも、ス
タート値を上回ってきており、児童生徒の意識が高まっていると捉えら
れます。過去2年間目標値を達成したことから、目標値を「普段の生活で
役に立つ」については中学校を80％→90％へ、「自分で調べ学習に取り
組んでいる」については小学校を65.0％→80％、中学校を60％→80％に
上方修正しました。今後も、浜田をふるさととして誇りに思う児童生徒
を育成していきます。

小中学校の連携した取組を通して、小学校から中学校へのつなぎを円滑に行うことが
できます。実際に交流し、体験を通すことによって不安は解消されていきます。したがっ
て、小中学生の交流の場を増やしていく工夫も必要となります。また、児童生徒間の交
流だけではなく、小中学校の教職員が連携の場を工夫しながら児童生徒理解を深めて
いくことも大切な取組となります。

・ あいさつ運動 ・ 授業公開 ・ 生徒指導担当者連絡会 ・ 9年間を見通した体
・ 早寝・早起き・朝ご飯 ・ 交流授業 ・ 特別支援教育の連携
・ メディア接触の適正化 ・ 出前授業や小中学校 ・ 担任間での情報交換
・ 読書の充実 　 教員とのTT ・ 小中連絡会の充実

・家庭学習の習慣　等 ・ キャリア教育講演会 　　　　　等

　　　　　等

浜田市小中連携教育がめざすもの

令和元年度～令和３年度

夢を持ち郷土を愛する子ども

生きる力の育成

「よこの連携」 と 「たての連携」

・学校図書館を活用し
　た探求的な学習　 等

・ 地域の教育資源を活
　用した探求的な学習

・地域行事への参加

・小中合同の行事

　験活動

生活習慣づくり

　各中学校区で一体と
なって生活習慣づくりをめ
ざします。

　学ぶ意欲を高め、夢や
希望に向かって努力する
子どもを育てます。

　学校不適応を考慮し、
変化に対応できる子ども
を育てます。

　ふるさとを愛し、ふるさ
とを誇りに思う子どもを育
てます。

② ③①

授業改善・学力向上
一人ひとりを

大切にする教育
ふるさと教育

④

第２次浜田市
総合振興計画

浜田市教育大綱

浜田市教育振興

計画

＜中学生の伴走による励まし

☆ 中学校１年生のプレゼンテーションで中学校生活への不安解消 ☆

学校不適応を考慮し、変化に対応できる子どもの育成

☆ 教職員の連携を工夫し、児童生徒理解を深める ☆

弥栄中校区では、合同職員会議や合同研修会を行い、小中学校の教職員の連携
を深めてきました。今年度は感染症予防のため、毎月の管理職連絡会や少人数に
よる部会において、それぞれの学校状況等について共通理解をしてきました。こ
の連絡会において中学校入学前に行う小学校６年生と中学校１年生の交流会の在
り方も見直しました。その結果、事前に小学校６年生とその保護者へのアンケー
トを行い、不安に思っていることに中学生が答える場を交流会の中に設けること
で、中学校入学への不安解消を図りました。


